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北海道音更農業高等学校の行動計画（グローカル・アグリハイスクール宣言　PartⅡ）

７

「Society5.0の時代
に応じた教育」を行
います。

Ⅳ

地域交流の拠点とな
る学校

　農業科目の中でＩＣＴを用いた学習を取
り入れる。

Ａ

　町から貸与されているタブ
レットを活用し、先進的な農
業の知識や技術の学習を実践
する。

５

「地球環境を守り、
創造する教育」を行
います。

６

「地域資源を活用
し、地域振興の拠点
となる教育」を行い
ます。

　音更町公共施設や道の駅の花壇造成を通
じて地域の一員として貢献できる資質を高
めさせる。

Ａ

　公共施設の花壇造成によ
り、地域環境の景観づくりや
道の駅を活かした学習を行
う。

　町民への開放講座や地域のサークル等と
交流を実施し、学習活動のアピールや地域
参加を行う。

Ａ

　町民への各種開放講座の開
催や交流の実施により、生徒
と参加者との交流を図るとと
もに、学習の様子を町民に
知ってもらう。

Ⅲ
　
地球環境を守り創造
する学校

４

「地域の農業関連産
業や６次産業化に寄
与する教育」を行い
ます。

Ⅴ
　
地域防災を推進する
学校

８

「地域防災を推進す
る教育」を行いま
す。

　防災意識を高め、災害時に冷静に行動で
きるようにする。

Ａ

　危機管理マニュアルの掲示
と共通理解を図り災害時に対
応する。

Ⅱ
　
地域社会・産業に寄
与する学校

　出前授業を活用し、地域農業に関心を持
たせ、農業系への進路選択の幅を広げる。

Ａ

　大学や総合振興局、音更町
などと連携し、農業や関連産
業の知識を得るとともに、地
域産業に関心を持たせる授業
を実施する。

　地域を題材にした学習により、農業関連
産業や６次産業化に対する知識と意欲を醸
成する。

Ｂ

　地域の基幹産業である農業
や関連産業の実態について理
解し、地域資源を活用した新
たな価値を創造できる人材を
育成する。

３

「地域農業の生産を
支える教育」を行い
ます。

２

「世界と日本をつな
ぐグローカル教育」
を行います。

Ⅰ
　
グローカル教育で人
材を育てる学校

　グローカル教育を推進し、農業関連産業
への興味関心を高める。

Ｂ

　地域の基幹産業や環境を理
解しながら、国際的な視野を
もてるような教材を導入す
る。

全国の農業高校の行動計画

１
　
「生徒一人ひとりを
一層輝かせ成長させ
る教育」を行いま
す。

　各科目で生徒の進路実現に向けた幅広い
学習による人材育成を行う。

Ａ

　多様な科目選択を活かし、
各生徒が達成感や充実感を得
られる授業を展開する。

学校において令和７年度に重点化する取組及び具体的方策


